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筆者は旧稿｢何故『金曜日は糸巻きもせず』なのか｣ [伊東1992]において､スラヴ民衆文化

における週概念の構造､個々の曜日の吉凶の概念､労働のタブー､曜日の人格化について論じた｡

そこでは奇数曜日と偶数曜日の対立という東スラヴでは顕著な現象をセルビアの事例と対比し､

その対立の現象が必ずしもセルビアには認められないことを指摘したが､西スラヴの事例につい

ては参照することができなかった｡本稿はその欠を補い､スラヴ民衆文化全体における一週間と

いう時間概念の構造的理解に寄与することを目的としている｡

1.スラヴ民衆文化における一週間一週は何曜日から始まるか?

旧稿でも触れたが､スラヴ話語における曜日の名称は､ほぼ共通していて､共通の語源に遡る

ことが可能である(表2参照)｡これらの曜日名は伝説的にはスラヴ人へのキリスト教の布教者で､

教会スラヴ語の制走者である聖メトデイオスが定めた､とされているが､スラヴ人にキリスト教

が伝えられた9世紀以前にスラヴ人がどのような曜日の体系とその語桑を持っていたかは､スラ

ヴ人がキリスト教を受容する以前には文字を持たなかったために不明である(1)｡ミクロシテを始

めとして多くのスラヴ言語学者はキリスト教以前のスラヴ人はそもそも曜日の観念を持たなかっ

た､としている　Flier 1995:101]｡

ただ教会スラヴ語の曜日の名称をギリシア語のそれと比較すると､そこには明らかな違いがあ

り､ギリシア語の曜日名をモデルとして教会スラヴ語の曜日名が定められたのではないことは明

らかである｡つまりギリシア正教で伝統的に用いられているギリシア語の曜日名では､日曜日を

第1の日7ipCOTr)とし､順次月曜日を第2の日8evTtPα､火曜日を第3の日Tpitri､水曜日を第4

の日TeTapxr|､木曜日を第5の日TC毎.7CTTlとしているのに対して(2)､教会スラヴ語では｢日曜日｣

は｢働かない日｣を意味するned芭Ijaで表わされ､第1の日を意味する曜日名でもなく､またギ

リシア語で｢主日｣を意味する｢日曜日｣ KVplα可の名称の借用語でもない｡従ってスラヴ語の

ネデーリヤが､多くの語源学者が主張するようにキリスト教の｢安息日｣を意味する語として､

スラヴ人へのキリスト教の導入時に作られたものかどうかは必ずしも自明のことではない｡フラ

イア-は通説に対してこの語柔はキリスト教導入以前からスラヴ人の共有していたものである､

と反論している[Flier 1985]t
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さらに｢月曜日｣はギリシア語のそれのように｢第2の冒｣ではなく､ po-nedel'-nikb ｢日曜の

次の日｣と呼ばれ､火曜日以降は後述のようにギリシア語の曜日名に用いられているものとは一

つずつずれた数詞に基づく曜日が3つ続く｡つまり火曜日が第2の冒､木曜日が第4の日､金曜

日が第5の日と呼ばれている｡この月曜日を第1の日とする曜日の数え方はリトアニア語､ラト

ビア語などのバルト語､ハンガリー語にも知られている｡ちなみにこれらの言語を母語とする諸

民族において､いずれもキリスト教導入が西欧より5世紀以上も遅れていることは興味深い[ユ

ングマン1997:36;Uspenskij1982b:70]｡また土曜日はギリシア語とは異なり数詞に基づく名称

ではなく､ヘブライ語の借用語sgbotaの名で呼ばれた｡

この教会スラヴ語の曜日名は基本的に全スラヴ語に共通に受け継がれているが[表2参照]､そ

こで特徴的なことは､曜日の名称に､日曜から数える曜日の系列と､月曜から数える曜日の系列

があることである｡

月曜日は前述のように｢日曜の翌日｣を意味するpo-nedel-'niktで呼ばれた｡この曜日名は

従って週を日曜から数えていることになる｡水曜日は｢(週の)中心｣を意味するsredaで呼ばれ

たが､水曜日が週の中心に来るには週を日曜日から数えねばならない(スラヴ語のsredaの語源

は古高地ドイツ語mittawechaの借用訳という説が有力だが､異論も提出されている)｡

これに対してロシア語を例に取れば､順序数詞に由来する火曜(vtor-nik ｢2番目の曜日｣)､

木曜(cetver一g ｢4番目の曜日｣)､金曜(pjat-nica ｢5番目の曜日｣)は､週を月曜から数えてい

ることになる(表1参照)｡このスラヴ語における過と曜日に関する語蓑に関してはマトウシェフ

スキの綿密な研究があるので､それにゆずることにするが､要するにスラヴ語の曜日名の体系に

は､日曜日から数える方法と月曜日から数える方法が混在している､ということだけをここでは

確認しておこう｡このうち日曜日から週を数えるのは教会暦､月曜から数えるのは民衆暦､と

ダーリは記している[Dal' 1881:517]が､スラヴ民衆文化においては､曜日を､幸運な日一不

幸な日､あるいは清浄な日一不浄な日のように±の価値評価を付けて分類する習慣があり､この

表1　ロシア語の曜日名における二つの系列

日曜 日から数 える曜 日名 月曜 日か ら数える曜 日名

1 BOCK peceH be [= H e-# eji-a] 働 かない日= 日曜 )

2 n o- H eflejib- hh k (日曜 ? 翌 日= 月曜 ) 1

3 2 BT OpH M K < BT ODO虎 (第 2 の 日= 火 曜)

4 cpefla 中心 = 水 曜) 3

5 4 q eTBep r < q eTBepTbI滋 (第 4 の 日= 木 曜)

6 5 rIgT HM iia < n見T bIK (第 5 の 日= 金 曜 )

7 cy66 oTa (サバ ト= 土 曜) 6 cy 66o Ta

B OCKp eceHbe 復 活 = 日曜 )



スラヴ民衆文化における週と曜日 195

価値評価は週を何曜日から始めるか､という問題と密接に関わっているからである｡

結論から言えばスラヴ民衆文化において､週は月曜日から始まるものと考えられており､これ

を前提として東スラヴにおいて月水金がよくない日とみなされていることを根拠に､スラヴ民衆

文化において偶数一奇数の対立が､幸一不幸の対立に重なることを主張したのはイワノフとトポ

ロフの『スラヴ言語モデル化記号体系』 1965)であった｡このことは早くからポチェブニヤーが

示唆していたことだったが[Potebnja 1914:194-195 (- Potebnja 1989:476)]､本書で彼らはス

ラヴ人の過は月曜日から始まることを前提とし､奇数曜日が不幸な日､偶数曜日が幸運な日とみ

なされていた､と主張した｡その根拠は主にロシアの資料であり､ダーリが｢月曜と金曜は辛い

日だ､火曜と土曜は楽な日だ｣ [Dal' 1882a:286]としていることなどに基づいている｡ただし

著者らは他のスラヴ地域では必ずしも偶数曜日がよく､奇数曜日が悪い､とみなされているとは

限らないことを認めている[Ivanov,Toporov 1965!91]｡本論の目的はまず第一にスラヴ民衆文

化において曜日がどのような基準で分類され､評価されているかを具体的な事例に基づいて検証

することにある｡

2.スラヴ民衆文化における曜日の評価

文化の意味論的体系において､しばしば時間はよい時間と悪い時間とに分類される｡ブルガリ

アの民俗学者デイミタル･マリノフは｢人の時間の全体を民間信仰は良い年と悪い年､良い月と

悪い月､良い日と悪い冒､良い時と悪い時に分けている｣と述べ[Marinov 1981]､ブルガリア

における曜日の吉凶について記している｡しかし曜日の吉凶についてはスラヴ諸民族の間でその

評価は必ずしも一致しない｡以下スラヴ諸民族における曜日一般の評価について具体的に見てゆ

こう｡ただしここでは民間暦における特定の曜日(例えば聖大金曜日など)の評価については特

に触れないことにする｡

以下のデータは主に『スラヴ古代文化[事典]』 1-3巻､ 『スロヴァキア民衆文化百科事典』

1 -2巻､ [Marinov 1981:259-260]､ 『セルビア神話学事典』 (引用文献表参照)などによって

いる｡

(1)月曜日

ダーリの『ロシア民衆の諺』 (1862)及び『ロシア語詳解辞典』 (1863-66)によればロシアでは

月曜日は最悪の曜日とされている｡そこには｢月曜日は不吉な[黒い]日だ｡何事も始めてはい

けない､旅に出てはいけない｣ IIoHe月ejlbHMK qSpHblM月eHb, m HMqeMy ncmMHy He AOJiaioT, b月opory

HeBbiesxaioT. [Dal' 1882a!286]とあり､ ｢月曜日に旅に出てはいけない｣という記述は18世紀

後半のチュルコフの『迷信事典』 (1782)の｢旅｣ floporaの項目に既に見出される[Culko¥

1782:158]｡これは明らかに月曜日に悪いことがあるとそれは一週間続く､という考え方､即ち月
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表2　スラヴ諸語における｢週｣と曜日

1■共通スラヴ語 2■教会スラヴ語

過 ? sed m ica

日 *n ed芭1ja n edelia

月 'po nedeIb m k1ー) p onedeItniki〉

蝣K *Vもtorbm kt Vもtorbm kt

水 * Sr芭da Sr芭da

木 'cetvbrgも 己etvrLtt kt

金 'p etもkb P Fn >kit

土 'sesttk h? sg bota

3■東スラヴ語

3-1.ロシア語 3-2.ウクライナ語 3-3.ベラルーシ語

過 nedelja ty乏den tydzen

日 voskresente nedilja njadzelja

月 ponedel'm k poneduok paⅠ→adzelak

火 vtornik vivtorok a屯torak

水 sreda sereda serada

木 cetverg cetver cacver
金 pjatnica pjatnycja pjatm ca

土 subbot耳 subota subota

4●西スラヴ語

4-1.チi コ語 4■2ースロヴアキア語 4【3◆ポーランド語 4-4.上ソルブ語 4-5.下ソルブ語

過 tyden ty草de丘 tydzie丘 tyd云e点 ty乏e点

日 nedeld nedela m edziela 丘edzela he/亡

月 pond芭h/ pondelok pom edzialek pond乏ela P6n乏ele

火 uterタ(uterek) utorok w torek w utora w altora

水 streda streda groda srjeda sroda

木 etvrt ek 喜tvrtok czw artek 喜tw ortk stw ortk

金 Patek piatok piatek pjatk P芭tk

土 sobota sobota sobota sobota sobota

5■南スラヴ語

5-1.ブルガリア語 5-2.マケドニア語 5-3.セルビア=クロアチア語 5-4.スロヴエニア語

過 sedm ica nedela nedelja teden

nedelja sedm ica sedm ica

日 nedelja nedela nedelja nedelja

月 ponedelm k ponedelnik ponedeljak ponedeljek

火 Vt0叩ik vtornik utorak torek

水 srjada sreda sreda sreda

木 eetvirttk cetvrtok cetvrtak Eetrtek

金 pett)k petok petak petek

土 St3bota sabota subota sobota
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曜日を一週間全体のメトニミイとする発想から来ている｡それはダーリが採録している次のよう

な諺がはっきり示している-｢月曜日に起きたことは良かれ悪しかれ丸々一週間続く｣c

noHeflejitHMKa Ha bck> He#ejiio (耶St cnacTbe mjim Hec^acTte). [Dal' 1862: 1031]｡同じような観念

はウクライナにも次のような諺として知られている- ｢月曜日には仕事を始めるな､旅に出掛け

るな｣ ynoHe如okpoBoTMHenoqMHaiii bAoporyHeBMpyma乱[Pazjak 1989: : ｡

ちなみにゴーゴリがウクライナを舞台とした短篇『ソローテンツイの定期市』 (1832)の十章で､

おのれの不運を嘆く主人公ツイブ-リヤに｢どうも月曜日に出てきたのがよくなかったんだ｣と

言わせているのはこの俗信による｡

この｢月曜日に起きたことは良かれ悪しかれ一週間続く｣という観念はやはりダーリが採録し

ている次のような諺に結びつく- ｢月曜日に金を渡すと､一週間の散財｣ BnoHeflejibHMKp,eubTM

BbiflaBaTb - bck) Hefleji氾pacxoflH. [Dal' 1862: 1031]｡

スロヴァキアではやはり月曜日に事を始めるのは良くない､と考えられ､パン焼きは禁じられ

たが､逆に耕作の開始にはよい､とされた｡またスロヴァキアでは｢青い月曜日｣という慣習が

職人の間にあり､この日に仕事を休んだという[Feglova 1995]｡

また月曜日が妖怪の出現と結びついている場合があり､ロシアでは三位一体祭の週の後の月水

金曜日にはルサルカがこの日に働いている人間を襲う､とも信じられた[Ivanov,Toporov

1965:90]｡またスロヴァキアでは糸紡ぎなどの一定の女性の労働のタブーを破った者を襲う女性

の｢月曜妖怪｣ pondelcaボンデルチャが現われる､と信じられていた[Cibulova 1995]｡

このような俗信の基礎には､月曜日が週初めの曜日である､という民衆的観念があり､ ｢スラヴ

人において奇数曜日は不幸な日｣という仮説の根拠となっているが､同じく月曜日を過の最初の

日である､という認識を見せながら､南スラヴでは月曜日に逆の評価を与えている｡例えばセル

ビアでは月曜日は週初めの日なので､何かを始めるには一番良い日であり､農村ではしばしば月

曜日に種まきを始める｡若者の娘への結婚申し込みは月曜日がよい､とされた｡また同じくセル

ビアではこの曜日に生れた子供は幸せになる､と信じられた｡ブルガリアでも月曜日は良い日で､

これはロシアやウクライナとは逆である｡ところがセルビアではこの日に物を貸すと返らない､

という俗信があり､人々はこの日に金の貸付けや､掛売りをしたがらなかった｡この矛盾は､月

曜日を奇数曜日というより､週初めの曜日とみなす認識と結びついていよう(次節参照)｡このよ

うに概して東西スラヴでは月曜日は否定的評価を受け､南スラヴでは否定的評価を受けている｡

(2)火曜日

ダーリによればロシアにおいては火曜日は｢楽な日｣である｡既に述べたように彼の採録した

諺には｢月曜と金曜は幸い日だ､火曜と土曜は楽な日だ｣というものがあり[Dal' 1882a:286]､

ウクライナにも｢火曜日は幸福な日だ｣ BiBTopOK-mac淵BMMAeHbということわざがある
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[Pazjak1989:; ｡スロヴァキアでは火曜日はロシアと同様よい日と考えられていたが､呪術的

行為の行われる曜日であった｡

セルビアではこれとは逆に火曜日は何かを始めるには悪い日だ､とされている｡具体的にはセ

ルビアではこの日に生れた子供は不幸になると考えられ､洗礼や婚礼は火曜日を避けた､という｡

またスロヴァキアと同様呪術的行為は多く火曜日に行われた｡

ブルガリアでも火曜日はセルビアと同様良くない日､とされた｡マリノフは次のような民謡を

引いている-

PoAMJia Te Ma立Ka tm

y tIもDH BTODHMK.

｢おまえをおまえの母さんは生んだ

黒い火曜日に｣

ここで｢黒い火曜日｣と呼ばれているのは大斎期第1週の火曜日のことで､この日に生れた者

は一生不幸だ､とみなされる[MapMHOB 1981:259]｡ブルが)アでも､よい結果にならないの

で火曜日には事を始めてはいけない､危険に見舞われるから旅に出てはいけない､などロシアの

月曜日と同じタブーが見出される｡また種まきをしても芽が出ない､木を植えても実がならない､

と信じられた｡羊や牛の仔がこの日に生れると､群れ全体に不幸をもたらすとして屠られた｡

このように概して東西スラヴでは火曜日は肯定的評価を受け､南スラヴでは否定的評価を受け

ている[Tolstaja 1995b]｡

(3)水曜日

水曜日はロシアでは悪い日である｡ロシアには｢月曜と水曜と金曜には事を始めるな｣ ち

noHeflenbHMK, cpefly n naTOK月ejia He HaHjraaw.という諺がある[Dal' 1882a: 286]｡ちなみに16世

紀ロシアの『百章』 (41章､ 21間)によれば､その頃既に水曜日に糸紡ぎ､洗濯､ペチカを焚くこ

となどをタブーとする習慣があり[Stoglav 1863: 138;中村1993:62]､ 19世紀でも機織や亜麻

布の漂白などはタブーとされた｡スロヴァキアでもこの日は良くない日である｡中部スロヴァキ

アでは｢災いなる水曜日､悪い始まりの金曜日｣ 》Streda-beda, piatok-zly zaciatok《と言われてお

り､この日に発病すると死に至る､と考えられた｡長期に渡る旅の出発､家畜の最初の追い出し

はしてはならない､と考えられ､この日に魔女の噂をすると聞きつけられる､と言われた｡

セルビアでは水曜日は何かを始めるにはよい日であり､この日に子供が歩き始めると丈夫にな

ると信じられた｡しかしセルビアではこの日パン焼きや羊毛刈りをしてはいけない､子供に水浴

させてはいけない､髪をとかしてはならない､というような女性の労働に対するタブーがあった｡

ちなみに水曜日は日曜日から週を数える数え方だと週の｢真ん中｣になる｡もしウスペンスキー

の言うようにある時間的サイクルを二分する境界的時間(冬至と夏至､真夜中と真昼など)を｢悪



スラヴ民衆文化における週と曜日 199

い時｣とみなすスラヴ人の時間観念[伊東1997]が週にも当てはまるのなら､水曜日を｢悪い

日｣とみなすロシア､スロヴァキアでは週を日曜から数えていることになるが､事実はそれと矛

盾する｡

(4)木曜日

木曜日はロシアでは不幸な日ではないが､特に良い日でもない｡しかし月曜日から始まる過に

おいて木曜日が週の中心に当たる､という観念ははっきりとあり､ダーリの辞典には｢木曜日は

折り返し｣ TOTBepr-nepeBaji [Dal' 1882a!286]という表現が兄いだされる｡このためか､木

曜日はスラヴ民衆文化において重要な役割を与えられていることが多い｡例えば復活祭後第7週

の木曜は東スラヴではセミ-クと呼ばれる重要な春の祭日である｡またゼレーニンは東スラヴ人

は古くは聖大木曜日を一年の始まりとみなしていた､と主張しているし､同じゼレーニンによれ

ば東スラヴではルサルカの出現する曜日を三位一体祭直後の木曜とする事例が最も多い[Zelen-

in 1916: 140, 173, 177, 195]｡

スロヴァキアとセルビアでは木曜日は一週間で最も良い日である､と考えられた｡このことは､

木曜日が元来スラヴ神話の至高神である雷神ペルーンの日であったという仮説と結び付けて説明

される場合があるが､それは現在は死語となった西スラヴ系のポラーブ語で木曜日を｢ペルーン

の日｣Peraunedanと呼んでいた事を唯一の根拠としている｡しかしこれは隣接して居住していた

ゲルマン人が木曜を雷神トールの日(cf.英Thursday)と呼んでいたのを借用した可能性がある

し､ペルーン崇拝が最も顕著に認められる中世ロシアでも木曜日がペルーンの日とされていた証

拠はなく､セルビア､スロヴァキアでも明確なペルーン崇拝の証拠は無い.

セルビアでは婚約式は木曜日前夜と日曜日前夜に行うのが最も良い､と考えられたが､ブルガ

リアでは木曜は悪い日とされている｡召使いをこの日に雇うと屠つかない､家畜をこの日に買う

と逃げ出す､この日に雌鶏が卵を抱いてもかえらない､とされた｡またこの日に結婚式をすると

夫婦は別れることになる､種を撒いても実らない､とされた｡さらにこの日に羊の囲いを作ると

羊は逃げ出す､この日に生まれた者は一生さすらうことになる､この日に家を建てると家族は家

に居着かない､とされた｡

スロヴァキアでは木曜は職人仕事､家畜の最初の追い出しによい､とされ､セルビアと同様､

婚約は木曜日がよい､とみなされた｡また木曜に汲んだ水で洗顔すると､顔がいつもみずみずし

く保たれる､と考えられた｡

しかしスロヴァキアでは逆に一定の仕事に対してタブーがあり､木の伐採は禁じられ､家のペ

ンキ塗りをすると虫がわく､と考えられた｡また羊毛を紡ぐと羊が狼に襲われる､とみなされた｡

これらのタブーとされた仕事を行うと､ ｢木曜のヴイ-ラ｣あるいは木曜妖怪シクルテク菖krtek

が罰する､と考えられた｡このスロヴァキアにおける木曜の労働のタブーは東･南スラヴの金曜
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日の労働のタブーを思わせるものがあり､東･南スラヴにある聖パラスケ-ヴァ信仰(次項参照)

が西スラヴにはないことと関係があるかもしれない｡

(5)金曜日

金曜日はスラヴ諸民族全般においてよくない日である｡これは教会暦において金曜日がキリス

トの受難日であることと関係しているが､後述するように東･南スラヴでは特に聖女パラスケ-

ヴァ信仰と重なり合い複雑な様相を見せている｡

ロシアでは前述のように｢月水金には事を始めるな｣と言われており､スロヴァキアでも事を

起こしてはならない日とされているが､この日にはさらにスラヴ諸民族において様々な労働のタ

ブーが見出される｡

ダーリの諺には｢金曜日には男は耕さないし､女は紡がない｣というものがある｡これは聖パ

ラスケ-ヴァの名が｢金曜日｣を意味するため､ロシアでは毎週金曜日が聖パラスケ-ヴァの日

となり､彼女が女性の家内労働の守護者とみなされたために､毎金曜日に糸紡ぎ､機織りなどの

女性の家内労働がタブーとされたためである｡男性の労働のタブーはおそらく後に付け加わった

ものであろう｡ロシアでは聖パラスケ-ヴァ崇拝が特に顕著だが､これは束スラヴにおいてのみ､

元来スラヴ諸語では男性名詞であった｢金曜日｣ 'pgtbkもが女性名詞のpjatmcaになってしまっ

たことと関係があろう｡セルビアでは金曜日の曜日名はpetakで男性名詞､聖女の名はPetkaで

あらわされ区別されるが､羊毛狩りや羊毛加工､糸紡ぎはやはりタブーである｡

スロヴァキアとセルビアではこの日にはパン焼きがタブーとされた｡スロヴァキアではこの日

に排作を開始してはならない､とされた｡セルビアではこの日に洗濯してはならない､とされ､

スロヴァキアではこの日に洗濯した着物を着たり､この日に石鹸で顔を洗うとできものができる､

と言われた｡またスロヴァキアではこの日に髪を杭かしてはならない､とされた｡しかしスロ

ヴァキアではこの日は収穫によい日とされた｡これはネズミがこの日斎戒を守るので収穫物を食

べない､とみなされたからかもしれない(次節参照)｡

セルビアでは金曜日に塩葬された者は吸血鬼となる､と考えられ､また逆にこの日には吸血鬼

は墓から出ない､と考えられた｡これに対してブルガリアではセルビアとは異なり､金曜日は良

い日､とされている｡

(6)土曜日

土曜日はロシアとスロヴァキアではよい日だが､セルビアでは悪い日である｡しかし同じ南ス

ラヴでもブルガリアでは良い日とされた｡マリノフは次のような民謡の一節を引いている-

Po月HJia Me MaMa ｢母さんは私を生んだ
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Ha flo6i)p fleH Sena cも6oTa.　　　　良い日である明るい土曜日に｣ [Marinov 1981: 259]

ロシアとセルビアでは土曜は共に死者僕義の日であり､セルビアではこの日に生まれた者は不

幸になるが､その代わり魔女を見分ける能力を授かる､と考えられた｡スロヴァキアではこの日

の糸紡ぎと耕作はタブーとされたが､東･南スラヴでは糸紡ぎのタブーは普通聖パラスケ-ヴア

信仰と結びつき､金曜日に見出される｡

(7)日曜日

日曜日はキリスト復活の曜日でもあり､復活祭との強い連想を持っていて､仝スラヴ諸民族で

良い日である｡スロヴァキアとセルビアでは婚約によい日であり､スロヴァキア､ポーランド､

ソルブでは日曜日に生れた子は幸せになる､と､またスロヴァキアでは､この日の売買はうまく

ゆく､と考えられた｡またポーランドでは日曜日に生まれた者niedzialakは死者を見ることがで

き､死者と交流できる､と考えられたが､同じポーランドのホルム地方では､ niedzielaの語源｢何

もしない日｣からの連想で､日曜に生れると怠け者になる､と考えられた[Tolstaja 1995a]｡

3.スラヴ民衆文化における曜日の分類

さて以上スラヴ諸民族における曜日の評価について見てきたが､その複雑な評価はどのような

基準によってなされているのだろうか｡ここであり得るいくつかの基準について検討を加えてみ

たい｡

(1)偶数曜日か奇数曜日か

月曜日から開始されるスラヴ人の一週間の構造を最初に偶数曜日･奇数曜日の対立でとらえた

のはイワノフとトポロフである｡彼らは『スラヴ言語モデル化記号体系』においてスラヴ民衆文

化の意味論的体系を､そこで示差的機能を持つ上下､生死､左右などの意味論的二項対立の束と

してとらえ､その中に奇数一一偶数という二項対立を有意味な対立として組み入れた｡彼らは東ス

ラヴにおいて月･水･金が｢不幸な冒｣として捉えられていることに注目し､奇数一偶数の対立

を不幸一幸の二項対立に重ね合わせたのであった｡彼らの主張によれば､スラヴ人においては奇

数曜日が不幸な日で偶数曜日が幸運な日である｡この主張は西スラヴではスロヴァキアの事例に

おいてホルヴァ-トヴァ一によって受け入れられており[Horvathova 1995]､東ポーランドの

へウム地方にも見出される｡しかし既に見てきたように､南スラヴの事例はそれと矛盾し､事態

はそれほど単純ではない｡

B.ウスペンスキーは同じ問題を取り上げ[Uspenskij 1982b]､基本的に月･水･金が不幸な

日とみなされていることを認めながらも､多くのそれと相反する事例があることを指摘し､特に
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水曜日と木曜日の評価に矛盾が集中していること､即ちあるスラヴ圏では水曜日を良くない日と

し､別の地域では木曜日が良くない日とされることに注意を向けた｡この原因をウスペンスキー

は週を日曜日から数える教会暦と月曜日から数える民間暦の並存に求めた｡この二つの数え方に

よって週の｢真ん中｣の日が変ってくるからで､一年や一日を二分する境界的時間､つまり冬至

や夏至､真夜中や真昼が､スラヴの民間では｢危険｣な時間とみなされていることを考えると､

水木の評価がスラヴ圏内部で相互矛盾を見せる(前節参照)のは､この二つの数え方の並布がそ

の原因という訳である｡

M.フライア-はウスペンスキーに依拠して､ ｢日曜日｣の名称と週の構造について論じている

[Flier 1984]｡これに対してS.トルスタヤは､教会暦はいつも週を日曜から数えるわけではなく､

復活祭を基準として､日曜日から数える時期(復活祭から三位一体祭まで)と､月曜日から数え

る時期(三位一体祭から復活祭まで)に分けられる事を指摘している[Tolstaja 1984]｡また彼

女はウスペンスキーに対して良い日と悪い日を分類する基準には､偶数一奇数の対立の他に更に

幾つかの基準があることを指摘し､順序数詞による数え方は日曜を除いた平日にのみ適用されて

いる､と考えるなら､二つの数え方の矛盾は解消される､としている｡偶数奇数の対立が有意性

を持つのはスロヴァキアと東スラヴの事例が示すように東西スラヴであり､南スラヴには当ては

まらない.トルスタヤも同様の指摘を行っており､西スラヴからもこれに当てはまらないポーラ

ンドの事例を示している｡

(2)最初の日か最後の日か

スラヴ諸民族の民衆文化において週が月曜日から始まる､という観念は共通に認められるとこ

ろで､このため月曜日は単に奇数曜日であるだけでなく､｢始まりの日｣である｡このことは月曜

日にことを始めてはいけない､という俗信がある一方､逆に月曜日にこそことを始めるべきだ､

という俗信があるゆえんであろう｡南スラヴでは月曜は良い日であるが､これを悪い日とする東

スラヴにおいてもインゲン豆､カボチャ､キュウリなどの野菜はこの日に植えた｡同様に､月曜

を悪い日とするスロヴァキアでもこの日は耕作の開始にはよい､とみなされた｡ちなみに週の最

後とみなされたのは汎スラヴ的に土曜日であり､日曜日ではない｡このことは最初の日である月

曜日と同様､土曜日に種まきを始めてはいけない(セルビア)､旅に出てはいけない(カルパテ

ア･ウクライナ)という俗信があったことからもうかがえる｡これは明らかに土曜日が週最後の

日とみなされたことによるからである｡

(3)斎戒日か非斎戒日か

キリスト教暦において曜日は斎戒日か非斎戒日かに分かれるが､曜日について言えば水金が斎

戒日である｡これはロシアで｢不幸な日｣とされる奇数曜日に重なる｡しかしベラルーシのボレー
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シエなどでは斎戒日にはネズミや害虫が｢斎戒｣するので､逆に野菜を植えたりするにはよい日

とされた[Tolstaja 1999b:98]｡ロシアにはこの外にやはり奇数曜日にあたる月曜日に斎戒をす

る場合があり､ ｢水曜日と金曜日のほかにさらに月曜日に斎戒をする｣という意味の

noHeflejibHM^aTbという動詞がある[Dal' 1882a:286]｡ウクライナでも聖ペテロを記念して毎月

曜日に斎戒する習慣があった[Uspenskij 1982a: 127]｡

(4)働いてよい日か悪い日か

民衆の俗信に従えば､ ｢悪い日｣には特定の労働がタブーになることが多いが､斎戒日における

食事の制限は労働のタブーと結びつく｡水金が｢悪い日｣であるとするロシアの観念は､おそら

くこの斎戒日の観念とも結びついている｡

斎戒日ではないが労働がタブーとなるのが日曜日である｡ ｢良い日｣とされる日曜日に労働がタ

ブーとされるのは､もともとキリストの復活を祝う安息E]としての日曜日のキリスト教的観念に

由来する｡

(5)女性曜日か男性曜日か

スラヴ語における曜日の名称は基本的に文法的には男性名詞か女性名詞のいずれかである｡本

来のスラヴ語では日曜日､水曜日､金曜日､土曜日が女性曜日で残りは男性名詞である(表2参

照).唯一の例外はロシア語で日曜日を表わすvoskresen'eで､これはスラヴ語では例外的に中性

名詞だが､これは｢復活｣を意味する抽象名詞が16世紀末に転用されたものである[Flier 1984]｡

トルスタヤによれば北ロシアのザオネジエでは中性名詞のvoskresen'eは男性曜日に分類される

という[Tolstaja 1999b]｡

この曜日の性別と結びついた俗信はスラヴ諸民族にしばしば見出される｡

例えばセルビアのホモリエあるいはプリゴリエ地方では､妊娠を知った日が女性曜日か男性曜

日かにによって生れる子供の性別を占う[Schneeweis 1961:40]｡ハンガリーのスロヴァキア人

も同様である｡またスロヴァキアでは家畜の種付けをする際に､雌が欲しければ女性曜日に行う､

などの習慣がある.ボレーシエでは女性名詞kapustaで呼ばれるキャベツは女性曜日に植えた｡

イワノフ･トポロフは男性曜日と女性曜日の対立をプラス･マイナスの対立として､男性曜日

を良い日､女性曜日を悪い日としているが､これは東スラヴにはほほあてはまるものの西スラヴ

においては明確でなく､南スラヴにはあてはまらない｡

4.曜日の人格化

スラヴ民衆文化における曜日に関する俗信には､それに伴って曜日が人格化されるという現象

がある｡これは東スラヴの聖パラスケ-ヴァ-ピャ-トニッアに著しいが､他の曜日にも同様の
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現象が見られる.既に16世紀に『百章』の第四十一章､第二十一間は､聖ピャ-トニッア､聖ア

ナスタースイヤがそれぞれ金曜日と日曜日の人格化された存在として崇拝されていたことを暗示

している[Stoglav 1863:138;中村1993:62]｡また人格化された曜日は労働のタブーと結びつ

くことが多い｡

(1)月曜日

月曜日を人格化した存在は南スラヴには見られないが､既に述べたようにスロヴァキアには

｢月曜妖怪｣を意味する女性妖怪ボンデルチャpondelcaが登場するOブレズノ地方の伝承では､

ボンデルチャはこの日に紡ぎ仕事をしている女性たちの前に煙突を通ってあらわれ､次のように

叫んで彼女たちを襲う｡ ｢私は小娘のボンデルチャ､糸を紡ぎはしないよ｣ Jasomdievca-

pondeca a nepradiem kudelca [Cibulova 1995]｡この場合曜日名pondelokと妖怪名は一致せず､

文法的性別も曜日は男性名詞だが､妖怪名は女性名詞という不一致が見られる｡

また既に述べたように､ウクライナでは毎週月曜日に斎戒する習慣があったが､この月曜日を

聖ポヌイデイ一口クと呼んで人格化していた[Uspenskij 1982a:127]｡

(2)水曜日

水曜日は東南スラヴで曜日名と同じ名のスレダーという女性に人格化される場合がある｡これ

は具体的な実在の聖女のイメージとは結びつかないが､セルビアではスレダーのために前述のよ

うにパン焼きや羊毛刈りなどの女性労働がタブーとされた｡ロシアではスレダーは機織と亜麻布

の漂白の手伝いをする､と考えられ､この日に女性は働いてはならない､というタブーがあった｡

フジヤコフの『大ロシアの民話』 (1860-62)にはスレダーについての伝承が収録されている[Xud-

jakov　2001:322-323] (- [渡辺1981:145　<　セルジュプトウスキの収集したベラルーシ民話に

は｢セラダーとピャ-トニッアが農夫にどちらをより崇めているかを尋ねる｣というモチーフが

見出されるという　Barah 1978:142]｡

(3)木曜日

木曜日は東.南スラヴにおいては人格化されないが､スロヴァキアではこの目に木曜のヴイ-

ラVilaと呼ばれる女性の妖怪､あるいはシクルテク菖krtekと呼ばれる男性の妖怪が登場し､特に

この日に糸紡ぎをしている者を襲う｡

(4)金曜日

金曜日は東南スラヴでは聖女パラスケ-ヴァ信仰と密接に結びついている｡というのもこの聖

女の名がギリシア語で｢(ユダヤ人の)安息の準備日｣､即ち金曜日を表わす女性名詞n叩aa%e可
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に由来しているからである｡東スラヴの民間ではこのため彼女の名は｢金曜日｣そのものを意味

するピャ-トニッアの名で呼ばれたが､注意すべきことはスラヴ語では金曜日は元来男性名詞

'pettktによって表わされていた､ということであるo東スラヴではこれがpjatmcaへと女性名

詞化し､聖女パラスケ-ヴァの名であるピャ-トニッアと語桑的にも一致した｡従って東スラヴ

の民間では金曜日は聖女パラスケ-ヴァのイメージと融合し､時間観念が人格化されて把握され

るに至った｡これに対して南スラヴにおいて曜日名はpetak､ pett,kと男性名詞､聖女名はペ-ト

カPetkaと女性名詞で表現され､区別されている｡ただしブルガリアでは地域によって金曜日を

男性として人格化した聖ペトコCb.IleTKoも知られている｡これに対して西スラヴでは金曜日は

人格化されないようである｡東スラヴではピャ-トニッアはこの日に糸紡ぎをした者を罰する

[Afanas'ev 1859: 47]｡

ロシアおよびセルビアでは｢12の金曜日の物語｣が中世以来アポクリフアとして知られ､ロシ

アではさらに民間の巡礼霊歌(flyxoBHbiectmxm)に歌われている｡そこでは教会暦における重要

な祝日の直前の12の金曜日が個別的に人格化されている[Bessonov 1864: 120-157;

Veselovskij 1876; Tolstaja　2005]o

アフアナ-シェフによれば､ウクライナでは聖パラスケ-ヴァは､体中に縫針と紡錘を突き刺

した姿で歩き回る､と考えられたが､これはこの日にタブーを破って行われた女性の家内労働に

よって傷ついた姿とみなされた[Afanas'ev 1995a: 119]｡また18世紀初頭の｢宗教法規｣によれ

ば､ウクライナでは聖パラスケ-ヴァの日にピャ-トニッアと呼ばれ､頭に何もかぶらぬ一人の

女性を連れ歩く習俗があった｡

ところでパラスケーヴァの名で呼ばれる聖女はスラヴ地域では実は複数あり､ロシアでは旧暦

10月28日を祝日とする､ローマ異教迫害時代(3世紀末～4世紀初頭)のパラスケ-ヴァが有名

である｡

史実によれば､このパラスケ-ヴァは小アジアのイコニアの裕福な家庭に生れたが､若くして

キリスト教に帰依した｡ ｢金曜日｣の名は洗礼に際してキリストの受難日の曜日名を自らの洗礼名

として選んだものという｡その後デイオクレティアヌス帝の迫害にあい､改宗を迫られたが､そ

れを拒んだために斬首されたという｡

これに対して南スラヴで信仰を集めているのは11世紀のタルノヴオのパラスケ-ヴァで､こち

らの祝E‖ま10月14日である｡しかしこの両者はしばしば混同された｡

(5)土曜日

土曜日がスラヴ人によって人格化されて信仰されていたかどうかは､はっきりしない｡土曜日

は曜日名の性別でいえば女性曜日にあたり､人格化されやすいカテゴリーといえるが､スラヴ語

のsQbotaは､ヘブライ語の借用語であり､共通スラヴ語では｢第6の日｣を意味する*喜estもkも
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であった可能性がある｡しかしマクシモフは｢三人の聖女､スレダーとピャ-トニッアとスッ

ボータが主の受難を見てそれを世に告げ知らせた｣というロシアの伝承を伝えている[Maksi-

mov 1996:265]｡また､クロアチアでは土曜は日曜の姉妹とされ､ボレーシ工では金曜､土曜､

日曜は水曜の娘たちとされる｡

(6)日曜日

日曜日(ネデーリヤ)が人格化された存在として崇拝されていたことは､ 13世紀以来写本で知

られる中世ロシアの異教排撃の文書｢ネデーリヤと呼ばれる存在と曜日についての講話｣ 《C∬oBO

O TBapM H 0月hm, peKOMeM neflejie》などからも明らかである[Gal'kovskij 1913: 76-83､ 1916: 98-

101;Anickov 1914: 97-100; Fedotov 1960: 358; Lixaceva 1969]｡それによれば当時の民衆が

｢日曜日｣という名の存在を偶像に作り紀っていたことが知られるが､このことは逆にnedeljaと

いう語桑で表されていたものは元来｢働かざる日｣ではなく｢働かざる者｣を意味する異教的存

在だったのではないか､という推測を起こさせる｡その場合語末の接尾辞-5Iは動作主名詞形成辞

と解釈されよう｡

この人格化された日曜日崇拝の残淳と思われるのが､南スラヴや､ネデーリヤがロシア語と異

なり｢日曜日｣を意味するウクライナとベラルーシにおける聖ネデーリヤ崇拝である[Uspen-

skij 1982a: 137;Afanas'ev 1995a: 123-124]｡また西スラヴのスロヴァキアでも聖ネヂェリカ

Sv. Nediel'kaの登場する散文フォークロアが19世紀まで知られていたという[Horvathova

1995]｡ 19世紀のウクライナでは日曜日に糸紡ぎをすることは､聖ネデーリヤの頭髪を紡ぐこと

になる､と考えられ[Afanas'ev 1995c:68]､セルビアでもこの日の糸紡ぎはタブーとされた｡

またセルビアでは聖ネデーリヤは､日曜日にしばしば仕事をする職人たちの釘､錐､鉄などで体

を苛まれると考えられ､それゆえ大殉教者である､とみなされた｡ちなみにセルビアではペ-ト

カとネデーリヤは母娘と､ブルガリアのタルノヴオ地方では聖デメトリオスのそれぞれ父方と母

方の叔母であると考えられた[Marinov 1981:366]｡

次のブルガリア民謡では聖ペ-トカと聖ネデーリヤは姉妹とされている｡

3acilaJia CBeTa Henejia

Ha CBeTa IleTKa CKyroBK.

CBeTa a IleTKa 6yJHeine:

ォCTaHK mm, cBeTa HeJIene!

ォCera ce coho He cnweT,

;<PaHO mm paHO CTaHVBaT:

<<月o pipe npa3HM叩KaxyBaT,

聖ネデーリヤは寝入った､

聖ペートカの膝の上で｡

聖ペ-トカは彼女を起こした-

｢起きなさい､聖ネデーリヤ､

今は寝ている時ではありません､

朝早く起きる日です｡

人が言うには二つの祭りが
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(CBeTM qbpKBM OTBOpaT,

ォAHreji ot Hebo cjie3yBaT,

《Pmctocv awu,e OMMBaT,

《3aKOHM no 3eMJiH KaxyBaT,

《月a BepyBaaT PiすCSHH.》

KOra Heflejia ce paccoHM,

月pODHM MM CbJI3M IIOpOHM

no cbom cBeTM 06pa3n;

CBeTa Heflejia npMKaxBMT:

~CecTpo mm, cBeTaa IleTKo!

-MajiKO Me斗peMKa cpaTMJia,

-J¥a. ^yflMM cohok coHBajia:

-CTpeflb Mope月6DBO M3paCJIO,

-M3paCJIO fltpBO BMCOKO,

-Bbpx flbpBO He6o Kpenenie,

-月a n0月flbpBO-TO flBa JIHCTa,

-^Ba jiMCTa 6mjim hikdokh,

-CBa-Ta mm 3eMj柑nOKDMBaT.-

ォTue He omjim ma jiMCTa,

《TyKy aすOMJIM凡Be KHMFM,

ォHIto tm neaT nono】∋H,

《月a 3aBepyBaT Pmchhh

《M fla a川hpxaT npa3HimM-

《CBeTa IleTKa w CBeTa HeaejiHサ
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聖なる教会を開くのです｡

天使が空から降りてきて

キリストの顔を洗うのです､

地上に律法を述べ伝えるのです､

キリスト教徒たちが信仰するように｣

ネデーリヤが目を覚ました時

大粒の涙を流した､

その尊いお顔に｡

聖ネデーリヤは言った-

｢わが姉妹　聖ペ-トカよ!

私は少しうとうとしてしまい

不思議な夢を見ました

海の真ん中に一本の木が伸びました､

高い木が伸びたのです｡

その頂に天が安まり

その木の下に二枚の紙が､

大きな二枚の紙があった､

大地の全てを覆うほど大きな紙が｣

｢それは二枚の紙ではありません

それは二冊の本なのです､

その本で坊さんがお勤めをするための､

キリスト教徒が信仰を保ち

祝日を守るための､

聖ペ-トカと聖ネデーリヤの日を祝うための｣

[Bessonov 1864: 158-159]

このように南スラヴの正教圏では聖ネデーリヤは日曜日を人格化した聖女として崇拝されてい

るが､そこでは彼女はギリシァの聖女である殉教者聖キリアキのスラヴ語訳として解釈される｡

キリアキK-upiαKTlは｢日曜日-主の日｣を意味するギリシア語であり､これがスラヴ語で｢ネ

デーリヤ｣と訳されたのである｡この人格化された日曜日である聖ネデーリヤはイコンにも措か

れている｡この崇拝はさらにカトリック圏のスロヴェニアにも見出される｡そこでは聖ネデー

リヤはラテン語でSantaDomenicaとも呼ばれ､壁画に措かれ次のように歌にも歌われた｡



Sv.Nedelja je zgodaj vstala, hodila po hisi, umila roke in sla na営iroko polje.

Na poliu je stal kri蓋, na njem Jezusova srajca.

Potegnila jo je dol in poklekmla nanio.

Mimo je菖Io 100000 romarjev in Mariia.

Marija je rekla sv. Nedelji, da gredo romarji na goro

Kalvanio, kjer bo nien sin lmel zlato ma菖O.

Kdor bo to ma菖o videl, bo re菖Il iz vie ocetovo, materino in svojo du菖O.

[Kretzenbacher 1989: 368] (4)

聖ネデーリヤは朝早く起きて家の中を歩きまわり､手を洗って広い野原に出た

野原には一本の十字架が立っていて､そこにイエスの衣が掛っていた

聖ネデーリヤはそれを十字架から下ろしその前に脆いた

すると彼女のそばを十万人の巡礼とマリヤが通り過ぎていった

マリヤは聖ネデーリヤに言った- ｢巡礼たちは

ゴルゴタの丘に向かうのです､そこで私の息子のために黄金のミサがあり､

そのミサを見た者は煉獄から

父と母と自分の魂を救うことができるのです｣
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日曜日の名称は､束スラヴ語が分化した16世紀未に､ロシアでは女性名詞nedeljaから｢復活｣

を意味する中性名詞のvoskresen-eに変ってしまった｡このため､南スラヴで聖ネデーリヤとし

て知られる殉教者聖キリアキは聖キリアキヤKMpMaKMHの名でロシアにも知られ､教会暦で祝わ

れるが､その名はピャ-トニッア｢金曜日｣のように｢日曜日｣を意味する女性名詞に訳される

こともなく､日曜日との連想はない｡おそらくそのためにvoskresen'eに対応し､ ｢復活｣を意味

するギリシア語iv(立axaaiGに由来する実在の聖女､聖アナスタースイヤAHacrracbaが人格化さ

れた日曜日の機能を果たすようになった､と考えられる｡

既に16世紀の『百箇条』 (41章､ 21問)では｢聖ピャ-トニッアと聖アナスタースイヤが現われ

た｣と語る偽預言者が告発されており[Stoglav 1863: 138;中村1993:62]､これは人格化され

た金曜日と日曜日の信仰を暗示しているが､同時にこの頃既に日曜日の呼称がネデーリヤから

ヴオスクレセ一二エに転換していたことをも示している｡

ノヴゴロドのイコンなどではしばしば同一の画面に聖アナスタースイヤが聖パラスケ-ヴァと

並んで措かれている｡これは金曜日と日曜日がイエス･キリストの死と復活を象徴する曜日とし

て対照的に捉えられているだけでなく､教会暦における聖パラスケ-ヴァと聖アナスタースイヤ

の祝日が旧暦10月28-29日と隣り合っている､と言う事実にも起因していると思われる｡そして
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教会暦での両聖女の祝日の順序性は､金曜日の後に日曜日を置いて考える民衆的な週の概念に重

なり合うものであることを指摘しておこう｡ちなみに南スラヴにおいて聖ネデーリヤとして信仰

される聖キリアキの祝日は旧暦7月7日で､聖アナスタースイヤの祝日とは全く異なる｡

以上見てきたように､スラヴ諸民族においてはすべての女性曜日が人格化されている｡聖スレ

ダー､聖ピャ-トニッ7､聖ネデーリヤ､聖スッボータがそれだが､男性曜日である月曜日と木

曜日に現われるスロヴァキアの妖怪も多くが女性の妖怪である｡この時間の人格化と女性性の結

びつきについては別に考察が必要であろう｡

*.',一　品

このように見ていくと､月曜から始まるスラヴ諸民族の伝統的な週の概念においては､週を構

成する曜日は､偶数-奇数曜日の対立だけでなくその他の様々な基準によって分類され､様々な

意味付けをされていることがわかる｡そこにはおそらくキリスト教導入以前の異教的な時間概念

と､キリスト教導入後になされた曜日(特に斎戒日､週末の金･土･日曜日など)の意味づけが

複雑に重なり合っていると思われるO前者は女性曜日の人格化､さらには女性的時間一般の人格

化というスラヴ民衆文化に特徴的な現象とおそらく結びついている[伊東19971cスラヴ諸民族

における週の構造と曜日の評価の起源を明らかにするためには､この間題を日､月､季節､年と

いった様々なサイクルを成して階層的に重なってゆく民衆的な時間概念全体との関わりの中で考

えることが更に必要になってくるように思われるのである｡

注

(1)スラヴ語がキリスト教導入以前に｢週｣を表す固有の語柔を持っていたかどうかは明らかではない｡現在の

スラヴ語は教会スラヴ語に由来し｢七日間｣を意味するsedmica系統の語桑(おそらくギリシア語呂β8ou.aGの

借用訳)､元来｢日曜日｣を意味したnedeljaを転用したもの､ ｢同じ日｣を意味するtyden'系統の三つに分か

れるが､いずれも｢週｣を固有の語嚢で表現したものではない[Flier 1984:Ill]｡

(2)ラテン語の曜日名もギリシア語と同様に日曜日を第1の日feriaprimaとし､順次feriasecunda､feriatertia

-と数詞によって呼ばれている｡

(3)聖ピャ-トニッアにかかわる民間信仰については[伊東1992]､ [栗原1996:168-192]､ [ハツブズ　2000:

154-162]､ [谷米　2006　などを参照｡

(4)これと殆ど同じ民謡のテキストが[Strekelj 1895:477 (No.460)]に見出される｡
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